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「みかんぐみのアイディアワークショップ
—みんなのがっこう」
2010.6.12–9.26

子ども達の学びの場である小学校について、建築家のみかんぐみと
金沢市立新竪町小学校6年生が機能や役割を考えながら新しい学びの
空間をともに考える連続ワークショップを行った。制度、エネルギー、コ
ミュニティなど、近年に抱える課題をテーマに設定し、各分野の専門家に
よるレクチャーを通じて、子ども達と共に理想の学校を模型やアクソメを
使って可視化し、小学校をもっとも身近な公共施設として捉え、まちづく
りの核や生涯学習の場としての可能性を追求する場となった。

（黒澤浩美）

ミナ ペルホネン
The future from the past 未来は過去から
2010.1.16–5.30　

時を経ても色あせない魅力をもち、身につけるたび気持ちが高揚す
る洋服づくりを目指すブランド「ミナ ペルホネン」。本展では、ガラス壁
を同ブランドのテキスタイルを拡大した柄で覆い、室内に2点のドレスを
展示した。ブランドのオリジナル生地のアーカイヴで構成されたドレス
と、たった1枚の型紙から成るドレスが対面し、豊かなアーカイヴが未来
をつくり出す「ミナ ペルホネン」のデザイン哲学を示している。会期中に
はデザイナーの皆川明による講演会やワークショップを実施し、その世
界観を多角的に紹介した。

（平林 恵）

1–2. 1.

2.

3. 

展示風景

展覧会ドキュメント：https://www.kanazawa21.jp/files/exhibition/mina_fix2.pdf

みかんぐみ「みかんぐみのアイディアワークショップ ̶みんなのがっこう」

みかんぐみと授業「学校を変えよう」

みかんぐみ「みかんぐみのアイディアワークショップ ̶みんなのがっこう」

金沢工業大学学生による金沢市立新立町小学校模型製作

みかんぐみ「みかんぐみのアイディアワークショップ ̶みんなのがっこう」

金沢市立新竪町小学校裏の風向きを調査
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MADE IN JAPANの置時計
1960年代を中心に
2011.2.5–5.29

今なお新鮮な印象を与える昭和の置時計。鮮やかなプラスティックの色
彩や流線型のフォルム、遊び心がある文字盤など斬新なデザインに驚かさ
れる。本展では、金沢在住の山田訓が集めた1000点を超えるのコレクショ
ンから約400点を紹介した。これだけの国産置時計を一堂に揃えて展示す
るのは全国でも初めての試みであり、日本の戦後デザイン史の一端を示す
ものでもある。日本デザイン史についてのレクチャー、山田氏をゲストにコ
レクションする楽しみについてのトークも開催した。

（高橋律子）

本当のデザインだけがリサイクルできる
Only honest design can be recyclable.

D&DEPARTMENT PROJECT

2010.10.9–2011.1.30

時代の移り変わりに伴い、次 と々生み出される新しいデザイン。現代
の消費サイクルにおいては、物だけでなくデザインそれ自体も消費され
続けていることを再考する展覧会。D&DEPARTMENT 金沢として、既に
生み出されたデザインや商品の中からロングライフデザインとして保持
し続けていくべきものをD&DEPARTMENT PROJECTが選んで買い取
り、もう一度販売し直すという一連の活動を3期に分けて展示した。

（黒澤浩美）
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1–3.

1.

2.

3.

1–2.

3.

Only honest design can be recyclable. D&DEPARTMENT PROJECT　展示風景

Only honest design can be recyclable. D&DEPARTMENT PROJECT　第1期

Only honest design can be recyclable. D&DEPARTMENT PROJECT　第2期準備

Only honest design can be recyclable. D&DEPARTMENT PROJECT　第3期開店

展示風景   photo: IKEDA Hiraku

トーク「コレクションの楽しみ」（2011年3月18日）
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ベトナム絹絵画家グエン・ファン・チャン
絵画修復プロジェクト展
2011.10.22–2012.2.12

ベトナムが誇る近代の絹絵のパイオニアとして知られる画家グエン・
ファン・チャン。グエン・ファン・チャンの絹絵は、絹地に水彩で描かれ、何
度も画面を洗浄しながら描くというその独特の手法ゆえ、温湿度や光の
影響を受けやすく、高温多湿の本国では傷みの進行が懸念されていた。
本展では、日本の多くの有志の人々の熱い思いによって修復が試みられ
た3点を初公開するとともに、3年に渡る修復への困難な道程を綴るド
キュメンタリー映像を上映し、修復のプロセスを伝える展覧会となった。

（高橋律子）

art-ZINE：
冊子型アート・コミュニケーション
2011.6.11–9.25

「ZINE（ジン）」とは、表現したい人がコピーやプリンター等で少部数
作り、販売／交換する冊子のことを指す。本展では、アート表現として制
作されたZINEを「art-ZINE（アートジン）」と呼び、アートにおける新たな
表現の場として着目、新たなコミュニケーションをもたらすツールとして
の可能性を追求した。会期中、art-ZINEを広く公募し会場内の書棚に配
置、最終的には約300冊ものart-ZINEが展示され、来場者は自由に手に
とって個性あふれるひとつひとつの冊子を楽しんだ。最終日にはシンポ
ジウムを開催、ZINEやart-ZINEに対する議論を深めることができた。

（高橋律子）

グエン・ファン・チャン

《牛に乗って川を渡る女》

（修復後）

©Nguyen Nguyet Tu
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CREATIVE POSITION 

CORE

展示風景

photo: IKEDA Hiraku

1.

2–3.

1–3. 展示風景

1–2. Photo: IKEDA Hiraku

3. Photo: HUDGE co.ltd.
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matohu

日本の眼 日常にひそむ美を見つける
2012.7.21–11.25

服飾ブランドmatohuは、2005年のデビュー以来「日本の美意識が通
底する新しい服の創造」をコンセプトに服作りを行っている。本展では、
matohuが2010年からコレクションにおいて展開している「日本の眼」を
テーマに、「かさね」「無地の美」「映り」「やつし」など日本の美意識の再発
見とその表現を、コレクションテーマに沿いながらも同じデザインで作り続
けられている「長着（ながぎ）」を通して展示を行った。歴史の経糸を貫く感
性が、現代の生活にどう生かされ、個々人の生活に気づきと豊かさをもたら
すか提示することとなった。

（高橋律子）

Olive 1982–2003

雑誌『オリーブ』のクリエイティビティ
2012.2.25–7.1

80年代から90年代にかけて少女時代を過ごした女性たちにとって
雑誌『オリーブ』は、人気が高かっただけでなく特別な雑誌であった。
かつて「オリーブ少女」と呼ばれた読者たちは、いま30代、40代とな
り、オリーブの感性がいまなお生活のなかに息づいている。本展では、
『オリーブ』の本質に迫るためバックナンバーをほぼ全冊収集、来場者
が自由に閲覧できるようにした。『オリーブ』とは何だったのかを検証す
るとともに、「雑誌の時代」や少女文化における新たな視点を獲得する
展覧会となった。

（高橋律子）
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1–3. 展示風景

Photo: IKEDA Hiraku

1–3. 展示風景

Photo: IKEDA Hiraku




